












文学とが共鳴した試みがさまざまに実践された。詩歌と創作版画の雑誌『月映』は、一九一四年九月から八月にかけて、恩地孝四郎、藤森静雄、田中恭吉の三人によって、 『白樺』の版元であった洛陽堂から七輯まで刊行された。 『月映』は、近代日本における一九一〇年代の自刻の創作版画の動向をうかがうことのできる、美術史上の重要な達成 あるが、その前史として、 『ホクト』と『密室』という二つの回覧雑誌が存在していた。 ホクト』は二冊（一九一 年一〇月、 一一月） 発行された。同人は、田中恭吉、藤森静雄、大槻憲二、田中二郎であり、一九 〇年に白馬会原町洋画研究所で互いを知った仲間であった。同人には美術を志すという共通点があり彼らは同時代の文学にも深い関心を抱いていた。田中恭吉は、
東京美術学校日本画科、大槻と藤森は西洋画科に属していた。二号に加わった久本信男は彫刻家塑像部に属しており、竹久夢二のもとに出入りしていた。 『ホクト』 、原稿用紙を二つ折りにした詩歌、小説、エッセイなどの言語作品と、台紙に貼られたデッサン、水彩画などの絵画作品が厚紙の表紙を付けて綴じられている。この体裁は 『密室』でも踏襲された。 『密室』一号は、一九一三年五月 発行された。一九一四年三月に出た第九号で終刊とな
（１）
。 『密室』は、 『ホクト』を発展させたもの


























想」というスタイルを含めて、明治末年から大正初期に『白樺』に掲載された武者小路実篤の「六号雑感」の感想記事や評論にあると考えられる。回覧雑誌というスタイルも『白樺』の原型からの暗示がはたらいているであろうし 『密室』を、 『白樺』の影響を受けた数多 衛星的な の一つと位置づけることも可能であろう。
　武者小路実篤が自らの個人主義思想を典型的に表現している
事例をいくつ あげてみる。
自分は自己のための芸術を何処までも主張するものである。自己の興味、趣味、精神の要求に背かぬことを要求するものである。かくいふ は勿論この態度さへあればいいといふのではない、この態度が最初 必要条件だといふのであ 。
（ 「自己のための芸術」 、 『白樺』一九一一年一一月）
自分は自分を侮辱するも 、殊に自我を圧へつけようとするものに対して制し難き悪意を持つ。 　（ 「自我を圧へつけようとするもの」 、 『白樺』一九一一年一一月）
　こうした強い自己肯定の思想は、 『密室』同人のような若い世
代には、社会的な規範を越えた表現活動の根拠となるものとして受け取られた可能性がある。 とえば、 大槻憲二の 「湖底」 （ 『密室』六号） 老人と青年の対話小品であるが、湖底の不思議な光を見届 るため湖底に飛び込み、命を落とす青年を描いている。また、大槻 「扉」 （ 『密室』七号）でも、謎 扉を開け
て向こう側の世界に歩み去る青年を描いている。困難を承知で新たな世界に進もうとする、これらの作品の青年像は、社会的な規範の拘束を乗り越えて自己の存在を肯定しようとする武者小路実篤の思想を具体化したものだと見ることができ だろう。『密室』の同人たちに共有されていた自己を重視する思想は、田中恭吉や恩地孝四郎が斬新な視覚表現に向かうための動機形成を支援したのではないかと考えられる。ただ 視覚的表現の領域において抽象性をめざし、写実的発想から離脱するためには、もう一つ、無意識の評価というこ が不可避の課題としてあった。３ 　未知の自己へ
　武者小路実篤の自己肯定の思想の影響を受けつつ、無意識の
領域に関心を示し、無意識を表現 根拠とする発想が明確にうかがえるのが、 第六号に掲載された恩地孝四郎の 「自己につい 」というエッセイである。こ 恩地のエッセイ 、 『密室』の思想的背景を考 上で最も重要なものである。 が『密室』に寄稿するのは、このエッセイが最初であったが、自己の未知部分、すなわち、 「隠れて、未だ私 に上らない自分。又は経験とならない自分或は、自然のなかにありて未だ自らの得いもの」を重視する発想 『密室』後期 おける田中恭吉や藤森静雄の視覚表現の飛躍に密接 かかわっていると思わ る
（３）
。




げにげに私たちの知ることは小さい。そうして私は知らない自分を思はねばならなかつた。隠れて、未だ私の意識に上らない自分。又は経験とならない自分或は、自然 なか ありて未だ自らの得ないもの。そう感じ、考へたことによつて私はどんなに大き 平安を得たことだろふ。
　恩地孝四郎はまた、 「未だ意識に上らない「私」といふもの
を、その現出について遁すなく捉へるこ が勉強ってこととなる。いま、私は、こゝに、 「自然」な 語を「私」と ふ語を以て代へること 正当なのを思ふ」とも述べている。恩地は、 「未だ意識に上らない「私」 」すなわち未知の自己を「自然 う語に置き換え とを提案している。 は自己 その未知の可能性を包摂する上位概念ととらえられているが、じつはこうした発想は、恩地をはじめと 『密室』の同人たちに影響を与えた武者小路実篤に先行して存在していた。先にふれたように、自己を価値の源泉とする武者小路の思想は『密室』の同人たちに共有されていた。武者小路 「自己 概念は、産業資本主義のもとに成立する欲望をそなえた主体としての個人に重なりながらも、そこから逸脱する要素 もっ いた。武者小
路は、 「要するに自分はいろ〳〵のものをかくが、つまり自己の内に自我と他人と、人類と、自然とをさがし出してそれを紙の上にぶちあけることより外の能力はない」 （ 「六号雑感のかはり」一九一一年六月『白樺』 ） 、 「 己の内に人類がゐるのだ。だから徹底した利己主義者は人類の不幸を我がことのやうに考へるのだ」 （ 「自 と人類」 一九一三年七月、 『白樺』 ） と述べているように、「自己」のなかにそれを超える「人類」や「自然」の意志のはたらきを感じとっている
（４）
。 「或もの」 （一九一一年四月「六号雑












が、メーテルリンクの思想であったという。 「 「自己の為」及び其他につい 」 （一九一二年四月、 『白樺』 ）で、武者小路は、 「トルストイの教によつて、 「自分の力」と云ふものを顧慮する をさへ卑劣なことゝ思ふやうになりました」と記し、その 苦しさ」 から自分を救 くれたのがメーテルリンクであり 「自己」と云ふものゝ深さのわからない代物だ云ふこと を教えられたと述べている
（７）
。武者小路が直面した矛盾は、欲望を持った自
己を肯定することが、そ 欲望を生み出した社会システム自体を肯定することにほかなら い うことであった。ト ストイは、欲望を持った自己を宗教的に否定するが そ ことに違和感を抱く武者小路は、自己が存在させられて という受動性を評価し その受動性の根源 存在 根拠としての自然＝無意識に置こうとしたのである。
　一九一〇年代、明治末大正初期の日本では、フロイトの無意




と高い無意識を漸次見出すことで、その無意識の絶頂に最も純潔な智恵の源泉が存在して居るのである。我々が譲り受けて居る無意識の量は萬人同一である。然しその無意識は半ば尋常な意識の境界以内に り、半ばは境界以外に在る。大多数の人は滅多にこの境界を越えない。処が真に智恵を愛する人は、この境界へ推寄せて、此の国境を横ぎ新道を終に開く。余若し愛して、余の愛が人間の達し得る最も完全な意識を余に与へたならば、此の愛は尋常一般愛を暗く蔽ふ無意識とは全く別 無意識に照らされる。尋常の愛を暗くする無意識は、禽獣を外へ出さじと垣で取囲むのに反して、前述の を照らす無意識は神に近 るからである。
　メーテルリンクの「無意識」の理解は、心理学的なものでは











からの働きかけが強いとしても、 『白樺』派の無意識への関心は、『密室』の恩地孝四郎や田中恭吉のような若い世代には、表現上の新しい可能性を示すものと受けとられることになった。たとえば、先にふれた恩地孝四郎の「自己について」は、自己にとって未知 自己の部分、すなわち無意識の領域を表現の根拠、および対象とすることの可能性に接近する思考を示している。それは、東洋的内省から一歩を進めた であり、 『密室』の前衛的な画像表現の思想的根拠を提供する でもあったのである。４ 　画像表現の前衛性
　回覧雑誌『密室』には、ペン画、木版画、写真など多様な画像
作品が掲載されている。竹久夢二 コマ絵 うのスケッチ画や、彩色画、ペン画とともに、象徴性を帯びた作品が含まれている。田中恭吉、藤森静雄、恩地孝四郎の作品について、既成の枠組からの離脱がどのように行われたかについて考え みたい。
　田中恭吉は、文学（詩歌、小品文）と画像作品を組み合わせ



























を含ませることが可能になる。田中恭吉は、物語的な暗示を含む絵画作品を多く制作している。ペン画《ある日の恐れ》 （ 『密室』八号）は、樹木の近くにいる黒い衣を身にまとった三人の人物を描いている。人物のまなざしや植物の描線は、不安を暗示している。ある物語の一場面を描 たような印象がある。田中恭吉は、自身の内面における文学と絵画の関係について 『密室』六号の後記である「余録」に次のよう 記している。





















暗示を含む画像という方向をさらに深めていこうとする志向を見せている。ペン画《劇と人生》 （ 『密室』九号）は、舞台裏 佇む女性と、隙間越しに切り取られたわずかに見える舞台の光景をコントラストによって表現している。現実と舞台の上で演じられる虚構が対比されているのである。また、ペン画《瞳》 （ 『密室』九号）は、窓辺で頭を抱える男と、廊下の向こうの部屋に集まってい の群像を対比しながら描いている。人々の間 まぎれこむこと できない孤独、あるいは、女性の視線を恐れ 男の不安が、画面から暗示的浮かび上 ってく 藤森のペン画 寓意的 描かれているといってよ だろう 一つの場面が物語 一部に従属しているのでなく、孤独や不安といった観念を暗示するように表現さている。藤森のペン画は 画面に暗示を含ませるこ 成功ているが、その暗示は、理知によ て概 に置き換えられるもので、意識の枠組を乗り越えよ とするも ではなかった。
　そうした概念的枠組からの越境、意図されざる意識の領










































　詩 「更けてゆく白昼」 を参照すれば、 ペン画 《白昼のなまけもの》
が内面的な自画像を表現したものであることが了解できる。目を閉じて幻視された「真青な裸人形が真赤な世界におどりつづける」様子を表現したものである。現実世界では、さまざまな苦悩にとらわれているが、 「幻覚」 、 「仮象」として浮かび上がる自己像は、不逞なまでのポーズ 示している。しかし、それは、「むくろ」であり、現実世界の存在ではない。現実世界からの幻想世界へ転換された自画像が詩「更けてゆく白昼」 モチーフである。現実世界では孤独と不安にさいなまれ がら、幻想世界では創造への意志が湧き上がっ く という心の世界の矛盾が詩 「更けてゆく白昼」 には表現されている。そして、 ペン画 《白昼のなまけもの》は、 「幻覚」 、 「仮象」 し 反転された内面的
自画像を幻想的光景として表現しているのである。内面の「幻覚」 、 「仮象」としての現実の表現というモチーフが、田中恭吉にはじめて明瞭に自覚されたことをペン画《白昼のなまけもの》は物語っている。内的な自己を像として するために、幻想性が引き寄せられたのである。 「幻覚」 、 「仮象」としての自己表現というモチーフは、理性によっ は らえられな 想念世界、すなわち無意識の領域を表現の対象としてイメージ化することを示していると考え ことができる。
　田中恭吉における幻想への覚醒は、木版画の制作でさらに推
進され になる。 《病める夕》 、 《太陽と花》 いう二枚の木版画が、 『密室』八号に発表された。一九一三年六月に肺結核のために亡くなった友人香山小鳥からの影響で、田中は木版を始めた。 『密室』の表紙や、欄画が木版試作の機会と った 井上芳子は、田中が木版に関心 深め制作 向かった時代的な背景として、一九一二年から翌年にかけて、 「新進 家たち発刊し同人誌『奇蹟』 『とりで』 『フュウザン』 『仮面』などの 紙や扉にはしば ば木版画が使われていて、存在感の強い木版で誌面を彩ることは、この時期、文芸界 ブームのようにな おり創作版画の胎動期というべき様相を呈し いる」 指摘している
(
11)。田中恭吉は、山本俊一





の戦ぎ」をとらえたもので、 「この叙景の中に私のあのころの病、並に病的な心を織りこめてみたのです」と語っている。 「叙景」に 「病的な心を織りこめてみた」 と田中自身が述べているように、内的な心象の表現である とが自覚されている。中空に漂う物体について、田中清光は、 「軟体動物のような謎めいた形象」と評している
(
12)が、不可解な形象は画面全体の非現実性を高め














組み立てられている。こうした構成的表現は、一九二〇年代のモダニズムを先取りしてい 恩地孝四郎にとっては、抽象を志向する構成的表現は、既成の自己を解体するというモチーフから生み出されている。 『密室』 八号に寄せた 「感想」 というエッセイの一節に、恩地は次のように記している。
文字は、正真の文字は、その瞬時にして消えねばならない。そのときにのみ唯一でなくてはならない。一個の文字、一個の成語それは、そ もの自体何らの意味もない。たゞ網膜神経が感ずる黒條にすぎない。各人は各人の を 而して各自の文字を持つ。
　伝達手段としての文字は、文法などの共同的規範の上に成立







いるのである。 「各人は各人の文字を、 而して各時の文字を持つ」という恩地の言葉は、社会制度に分節化されない自己の探究を示して 。
　武者小路実篤にあっては、自己は規範の拘束を破る強度を備




号（一九一三年五月） 、三号（一九一三年六月） 、五号（一九一三年一一月） 、 六号（一九一三年一二月） 、 七号（一九一四年一月） 、 八号（ 九一四年二 九 四 三月） 。四号は所在不明である。四号以外の各号は、和歌山県立近代美術館に所蔵されており、本稿の記述はそれらに基づいている。























（９）本多秋五『 『白樺』派の文学』新潮文庫、 一九五〇年九月、 四五～四六頁。（
10）井上芳子「田中恭吉「創始のひらめき」 」和歌山県立近代美術館、 『田中
恭吉展図録』二〇〇〇年四月、一七頁。
（
11）同前、一九頁。
（
12）田中清光『月映の画家たち』筑摩書房、一九九〇年一二月、一一五頁。
付記 　本研究は科研費（
19520176 ）の助成を受けたものである。
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